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                                    2021 年（令和 ３年）一部改正 

 

第 1 章 総則 

（名称） 

第 1 条 本会は、早稲田大学相模原稲門会と称する。 

（目的） 

第 2 条 本会は、早稲田大学建学の本旨と校友の友愛

相互の精神に則り、相互の親睦向上を図り母校及び地

域社会の発展に寄与することを目的とする。 

（事務所） 

第 3 条 本会の事務所は相模原市内において会長が指

定した会計担当の住所とする。 

（会員の資格） 

第 4 条 本会員の資格は早稲田大学の校友（在学生を

含む早稲田大学校友会規則の会員）で、第 2 条の目的

に賛同し、相模原市内に在住又は在勤するものとす

る。但し、他の地区の居住者で入会を希望する校友は

三役会の承認を得て会員となることが出来る。 

２ 前項に定める会員の配偶者（配偶者に相当する関

係にある者を含む）で入会を希望する者は三役会の承

認を得て会員となることが出来る。 

３ 会員は次の場合、その資格を失う。 

  一 退会 

 二 死亡 

 三 第１９条に定める年会費の支払いを相当年度 

分以上怠った者で三役会にて失格を決定され 

た者 

 四 社会通年に照らして会員にあるまじき行為を 

なした者で三役会にて失格を決定された者 

（事業） 

第 5 条 本会は第 2 条の目的を達成するために、次の

事業を行う。 

一 会員の親睦事業 

二 機関誌の発行 

三 講演会などの会員の生涯学習 

四 早稲田大学及び早稲田大学校友会の発展に寄 

与するための事業 

五 地域社会の発展に寄与するための事業 

六 その他、本会の目的達成に必要な事業 

第 2 章 役員 

（役員の構成） 

第 6 条 本会には次の役員を置く。 

一 会長     １名 

二 副会長    若干名 

三 幹事長    １名 

四 副幹事長   若干名 

五 幹事     ２０名以下 

  六 監査役    ２名 

（役員の職務） 

第７条 役員の職務は次のとおりとする。 

一 会長は本会を代表し、会務を統括する。 

二 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき 

は、その職務を代行する。職務代行者は副会 

長の互選とする。 

三 幹事長は会長の命により会務を遂行する責務 

を負い、幹事をして直接会務に当たらせる。 

四 副幹事長は幹事長を補佐し、会務を分担して 

担当幹事を指揮指導する。 

五 幹事は会務を分担し直接執行する。会務は第 

5 条に定める事業の他、経理・会計及び総務 

・庶務等である。 

 六 監査役は会計の監査を行い、その結果が適正 

か否かを総会に報告する。 

（役員の選出方法） 

第 8 条 役員は次の方法により選出する。 

一 会長及び監査役は、三役会により選任された 

者で構成する会長等選考委員会において推薦 

し、総会の議決により選出される。 

二 会長は副会長、幹事長、副幹事長及び幹事を 

任命する。なお、会長は役員会の議を経て前 

段の役員を罷免することが出来る。 

（役員の任期） 

第 9 条 第 6 条の定める役員の任期は 2 年とする。但

し、重任を妨げない。 

（顧問等） 

第 10 条 本会には名誉会長、顧問、相談役、参与等



を置くことができる。会長は役員会の議を経てこれら

の職を委嘱する。  

第 3 章 総会 

（定時総会） 

第 11 条 定時総会は第１７条に定める毎事業年度終

了の日から２か月以内に開催する。 

２ 定時総会における審議事項は前年度の事業及び決

算報告並びに監査報告、本年度の事業計画及び予算の

他、会則及び規程の変更等重要な事項。  

（臨時総会） 

第 12 条 臨時総会は会長が必要と認めたとき、又は

会員の３０名以上が議題を示して要求があったとき

は、会長は招集しなければならない。 

（総会招集の方法） 

第 13 条 総会は会長が招集する。総会の招集通知は

総会日の１４日前までに会員に対して会議の場所、時

間及び議題を記載した書面を発しなければならない。  

（総会の決議） 

第 14 条 総会の決議は本会則で別に定める場合を除

いて出席会員の過半数をもって決する。可否同数の場

合は議長がこれを決める。 

２ 総会の運営に関しては本会則に定める他は別に定

める総会運営規程による。 

第４章 会議 

（三役会） 

第 15 条 会長は必要に応じて三役会を招集する。三

役会は会長、副会長、幹事長及び副幹事長をもって構

成する。三役会は総会の決議事項を除いた全ての事項

を審議して執行する。 

（役員会） 

第 16 条 会長は必要に応じて役員会を招集する。役

員会は第６条に定める幹事以上の役員をもって構成す

る。役員会は会長が定めた議題に関して審議して執行

する。  

第 5 章 会計 

（事業年度） 

第 17 条 本会の事業年度は、毎年４月 1 日に始まり

翌年 3 月３１日に終わる。  

（費用） 

第 18 条 本会の費用は会費、寄付金及び広告料等を

もって支弁する。 

 

（会費） 

第 19 条 会費は年額１口３,０００円とし、その変更

は総会で定める。但し、早稲田大学在学生は会費を免

除する。 

（会計規程） 

第 20 条 本会の会計に関するその他の事項は、別に

定める会計規程による。  

第 6 章 雑則     

（会則等の改廃） 

第 21 条 本会則の変更は総会における出席者の３分

の２以上の同意を必要とする。本会則が別に定める規

程は総会の出席者の過半数の同意を要する。  

付則 本会則は第８条及び第１８条を除いて２００２

年の定時総会の日から施行する。 

 

総会運営規程 

（規程の根拠） 

第 1 条 この規程は会則第１４条に基づき、総会の運

営に関する事項について定めるものである。 

（議長） 

第 2 条 会長は総会の議長を指名することが出来る。 

（書記及び議事録署名人） 

第 3 条 議長は総会の開始に際し書記 1 名及び議事録

署名人 1 名を指名する。 

会計規程 

（規程の根拠） 

第 1 条 この規程は会則第２０条に基づき、本会の会

計に関する事項について定めるものである。 

（目的） 

第２条 本会の会計は正確で明瞭な経理を行わなけれ

ばならない。 

（担当者） 

第３条 会長は役員の中から会計の担当者を指名す

る。 

（会計業務） 

第４条 会計担当役員は会計処理の原則に従い伝票、

帳簿及び計算表を作成して会計処理を行う。 

２ 会計担当役員は定時総会の前に監査役の監査を受

けなければならない。 

３ 会計担当役員は定時総会に会計報告をしなければ

ならない。 

４ 会計担当役員は振替口座の管理を行う。 


